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臨
時
総
会
と
講
演
会

　
　
及
び
新
春
交
流
会
の
ご
案
内

二
〇
一
一
年
一
月
三
〇
日
（
日
）

　

当
法
人
設
立
以
来
常
務
理
事
と
し
て
、
運

営
・
事
業
を
一
手
に
引
き
受
け
、
現
在
の
あ
っ

た
か
サ
ポ
ー
ト
の
事
務
局
を
務
め
て
来
ま
し

た
笹
尾
達
朗
氏
が
、
去
る
十
一
月
二
十
九
日

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
チ
ー
フ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は

専
任
と
し
て
関
わ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
当
法
人
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
出
来
な

く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
笹
尾
常
務
理
事
の
こ
れ
ま

で
の
業
務
を
引
き
継
ぎ
新
た
な
体
制
を
決
め
、

併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
当
法
人
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
事
業
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
全
面

的
に
支
え
て
行
く
決
意
を
表
す
た
め
、
臨
時

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
事
業
を
理
解
す
る
た
め
、
こ
の
事
業
の
提

案
者
で
あ
る
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

長
で
、
内
閣
府
参
与
の
湯
浅
誠
氏
を
お
迎
え

し
て
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
展
望

と
課
題
」
と
題
し
た
講
演
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
恒
例
の
参
加
者
に
よ
る
新
春

交
流
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
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第
一
部　

臨
時
総
会

　
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

 

議
題
：
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　
　
　

と
新
体
制
の
確
立

　

会
場
：
京
都
テ
ル
サ
西
館
第
一
会
議
室

第
二
部　

新
春
講
演
会

　
午
後
三
時
～
五
時

　

テ
ー
マ
：「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
事

　
　
　
　
　

業
の
展
望
と
課
題
」

　

講　

師
：
湯
浅
誠
氏
（
反
貧
困
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　

�

ワ
ー
ク
事
務
局
長
・
内
閣
府

参
与
）

　

会　

場
：
京
都
テ
ル
サ
西
館
第
一
会
議
室

　

参
加
費
：
千
円

第
三
部　

新
春
交
流
会

　
午
後
五
時
三
〇
分
～
七
時
三
〇
分

　

参
加
者
全
員
の
紹
介
と
交
流

　

会　

場
：
京
都
テ
ル
サ
東
館
一
階

　
　
　
　

�　

レ
ス
ト
ラ
ン
朱
雀

　

会　

費
：�

五
千
円
（
湯
浅
誠
氏
新
春
講

演
会
参
加
費
含
む
）
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新
し
い
２
０
１
１
年
の
年
が
明
け
た
。
私

た
ち
は
こ
の
年
が
希
望
の
年
で
あ
る
こ
と
を

祈
念
し
て
い
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
雇
用
状

況
は
よ
く
な
い
。
２
０
１
０
年
10
月
1
日
現

在
の
来
春
大
学
卒
の
内
定
率
は
57
・
６
％

（
文
科
省
と
厚
労
省
調
べ
）
で
、
こ
れ
は
就

職
氷
河
期
と
言
わ
れ
た
２
０
０
４
年
3
月
卒

の
60
・
２
％
を
下
回
る
低
さ
だ
。
も
っ
と
も

こ
の
04
年
次
生
の
就
職
率
は
、
翌
年
4
月
1

日
に
は
93
・
１
％
ま
で
延
び
て
い
る
。
今
回

も
支
援
策
を
フ
ル
動
員
し
て
就
職
率
を
最
終

的
に
は
90
％
台
半
ば
ま
で
あ
げ
て
い
き
た

い
し
、
そ
の
先
も
考
え
た
い
。

1
月
30
日
に
湯
浅
誠
氏
を
招
い
て
交
流
会

　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
と
し
て
、
京
都

で
も
厚
労
省
予
算
で「
京
都
府
パ
ー
ソ
ナ
ル・

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
11
月
29
日
に
開
設

さ
れ
た
。
場
所
は
京
都
テ
ル
サ
だ
。
各
機
関

が
失
業
者
や
若
年
不
安
定
就
労
者
な
ど
の
生

活
と
就
労
を
長
期
間
伴
走
す
る
か
た
ち
で
支

援
す
る
。
全
国
で
は
北
海
道
の
釧
路
市
、
横

浜
市
、
京
都
府
、
福
岡
市
、
沖
縄
県
の
５
カ

所
に
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
置
か
れ
た
。
来
年

度
は
大
阪
府
な
ど
20
カ
所
以
上
に
拡
充
す
る

予
定
だ
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
「
あ
っ
た
か
サ

ポ
ー
ト
」
も
、
事
業
の
意
義
を
考
え
、
笹
尾

達
朗
常
務
理
事
を
セ
ン
タ
ー
の
チ
ー
フ
と
し

て
派
遣
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
当
法
人
の
事
務
局
体
制
を
再

編
・
強
化
し
、
本
来
の
法
人
事
業
を
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
と
し
、11
年
１
月
30
日
（
日
）

に
は
別
記
の
よ
う
に
臨
時
総
会
を
開
く
。
記

念
講
演
と
し
て
は
内
閣
府
参
与
の
湯
浅
誠
さ

ん
を
予
定
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
改
め
て
お
願
い
し
た
い
。

　

経
済
の
状
況
は
一
時
ほ
ど
悪
く
は
な
い
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
ど
ん
底
景
気
か
ら

徐
々
に
脱
し
、回
復
基
調
に
あ
る
。
た
だ
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
震
源
と
す
る
財
政
危
機
と
金

融
不
安
が
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や

ス
ペ
イ
ン
に
も
波
及
す
る
心
配
も
あ
る
。
そ

の
た
め
の
円
高
や
ア
ジ
ア
で
の
政
治
的
緊
張

が
、
輸
出
主
導
の
我
が
国
経
済
の
先
行
き
を

不
透
明
に
し
て
い
る
の
も
事
実
だ
。

　

こ
の
状
況
に
対
処
す
る
施
策
と
し
て
、
政

府
は
総
額
5
兆
円
超
の
補
正
予
算
を
11
月
26

日
に
成
立
さ
せ
て
い
る
。
内
容
は
、
新
卒
・

若
年
者
支
援
を
中
心
と
す
る
雇
用
・
人
材
育

成
に
３
２
０
０
億
円
、
新
成
長
戦
略
の
推
進

と
し
て
エ
コ
住
宅
や
エ
コ
家
電
の
普
及
促
進

な
ど
に
３
３
７
０
億
円
、
地
域
活
性
化
施
策

と
し
て
地
方
交
付
税
の
１
兆
３
１
２
６
億

円
増
額
、
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
に

５
６
０
０
億
円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
が
て
き
ぱ
き
と
執
行
さ
れ
る
よ
う
期
待
し

た
い
。

希
望
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
で

　

と
こ
ろ
で
10
年
10
月
に
出
た
岩
波
新
書
に

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
教
授
玄
田
有

史
さ
ん
の
『
希
望
の
つ
く
り
方
』
が
あ
る
。

玄
田
さ
ん
は
「
ニ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
を
広

め
た
人
だ
が
、
そ
の
後
「
希
望
学
」
の
研
究

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
で
あ
る
。
希
望

を
持
て
る
か
ど
う
か
は
「
そ
の
人
が
社
会
に

お
い
て
ど
れ
だ
け
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
い

る
か
が
、
ひ
と
つ
の
決
め
手
に
な
る
こ
と
を

見
ま
し
た
。
ま
た
希
望
は
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
た
り
、
一
緒
に

行
動
す
る
こ
と
で
実
現
で
き
た
り
す
る
こ
と

か
ら
、
他
の
人
と
の
関
係
性
も
希
望
を
左
右

し
て
い
ま
し
た
」
と
述
べ
る
。
こ
の
「
可
能

性
と
関
係
性
」
の
他
に
第
三
の
論
点
と
し
て

「
物
語
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
言
う
。

人
が
希
望
と
い
う
物
語
を
紡
ぎ
続
け
る
こ
と

を
助
け
る
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
「
物
語
」

を
共
有
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
。

　

関
係
性
で
は
、
今
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
「
ウ
ィ
ー
ク
・
タ
イ
ズ
」
を
つ
く
る

こ
と
の
大
切
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。「
弱
い

結
び
つ
き
」
と
い
う
意
味
で
、
具
体
的
に
は

同
窓
会
の
よ
う
な
一
年
に
１
回
と
か
５
年
に

１
回
だ
が
、
そ
れ
が
昔
の
記
憶
に
支
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
淡
い
関
係
の
こ
と
だ
。
ゆ
る

い
人
脈
の
一
つ
だ
ろ
う
が
、
特
徴
は
、
生
き

る
道
や
ス
テ
ー
ジ
が
違
っ
た
人
々
同
士
の
つ

な
が
り
だ
と
い
う
点
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
思

い
も
よ
ら
な
い
見
方
を
教
え
ら
れ
、
違
う
展

望
に
出
会
え
る
。

　

就
職
に
悩
み
、
挫
折
感
の
中
に
あ
る
若
者

や
学
生
な
ど
へ
の
支
援
は
、
こ
の
よ
う
な
視

点
に
支
え
ら
れ
て
希
望
を
共
に
語
り
、
そ
の

物
語
を
つ
む
ぎ
出
す
こ
と
で
も
あ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
市
民
同
士
の
協
働
へ

　

も
う
一
つ
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
モ

デ
ル
と
な
る
釧
路
市
生
活
福
祉
事
務
所
を
描

い
た
『
ル
ポ　

生
活
保
護
』（
本
田
良
一
著
、

希
望
の
年
へ 

理
事
長　

澤
井
勝
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中
公
新
書
、
10
年
８
月
）
の
第
６
章
だ
。
ま

た
11
月
30
日
夕
方
に
は
、
京
都
パ
ー
ソ
ナ
ル

サ
ポ
ー
ト
の
ス
タ
ッ
フ
主
催
の
研
究
会
に
釧

路
の
取
り
組
み
の
キ
ー
マ
ン
で
あ
る
生
活
支

援
主
幹
、
櫛
部
武
俊
さ
ん
を
招
い
て
お
話
を

聞
い
た
。

　

こ
こ
に
は
市
民
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

支
え
ら
れ
た
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
就
労
だ
け
で

は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
な
ど
社

会
的
居
場
所
を
確
保
す
る
た
め
の
支
援
を
行

う
。
自
立
概
念
を
経
済
的
自
立
だ
け
で
は
な

く
、
生
活
の
自
立
や
社
会
活
動
の
自
立
に
も

広
げ
て
生
活
を
支
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
元

気
と
笑
顔
を
引
き
出
す
の
だ
。
ポ
イ
ン
ト

は
、
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
市
民
と
の
協
働
だ

け
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
間
の
よ
う
な
市
民
同

士
の
協
働
が
こ
の
よ
う
な
支
援
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
に

も
「
ウ
ィ
ー
ク
・
タ
イ
ズ
」
が
生
か
さ
れ
て

い
る
。
う
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
な
つ
な
が
り
を
つ
む
ぎ
続

け
る
仕
事
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
希
望
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
し
た
。

　

御
承
知
の
よ
う
に
俳
諧
で
は
「
新
年
」
の
分
類
を
立
て
春
夏
秋
冬
の
四

季
と
は
別
の
世
界
を
設
け
ま
す
。
或
る
歳
時
記
に
は
一
月
の
季
題
解
説
と

し
て
「
一
年
十
二
月
の
第
一
の
月
な
り
。
節
、晩
冬
に
し
て
極
寒
に
あ
た
り
、

陰
暦
に
て
は
こ
の
月
を
正
月
と
称
す
。」
と
あ
り
、
例
句
と
し
て
、

　

一
月
と
な
り
け
り
雪
も
ふ
り
に
け
り　
　

子
規

　

一
月
や
雪
に
撒
き
や
る
雀
の
餌　
　
　
　

冬
葉

　

一
月
も
半
ば
過
ぎ
た
る
釜
日
か
な　
　
　

紫
朗

　

一
月
や
人
な
き
寺
の
台
所　
　
　
　
　
　

天
眞

　

一
月
や
無
事
帰
省
し
て
橇
に
乗
る　
　
　

三
幹
竹

　

一
月
の
陽
あ
た
る
畑
や
風
の
音　
　
　
　

句
佛

　

と
い
っ
た
句
が
一
月
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
正
月
の
一
月

と
し
て
の
句
意
の
あ
り
方
と
し
て
は
ど
の
あ
た
り
が
ふ
さ
わ
し
い
で
し
ょ

う
か
。
作
句
の
要
諦
と
し
て
は
、次
の
よ
う
に
い
え
る
の
で
は
な
い
か
ー「
正

月
は
陰
暦
一
月
を
い
ふ
呼
称
な
れ
ば
陽
暦
の
一
月
の
気
分
に
て
詠
む
こ
と

は
避
く
べ
し
。
一
月
は
現
今
寒
に
入
る
月
に
し
て
寒
さ
の
き
び
し
く
な
る

時
候
な
れ
ど
、
正
月
と
い
へ
ば
春
立
ち
た
る
陽
気
を
迎
え
楽
む
気
分
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

そ
の
間
に
自
ら
区
別
さ
る
べ
き
も
の
の
存
す
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
。
閏

正
月
、
旧
正
月
、
小
正
月
、
七
日
正
月
、
二
十
正
月
、
骨
正
月
、
女
正
月

な
ど
い
ず
れ
も
陰
暦
の
行
わ
れ
た
る
時
の
呼
称
な
れ
ば
そ
の
心
し
て
作
句

す
べ
し
。」（
傍
点
は
妹
尾
）。
例
句
と
し
て
、

　

い
た
だ
く
や
大
和
正
月
三
笠
山　
　
　

鬼
貫

　

正
月
や
三
日
過
ぎ
れ
ば
人
古
し　
　
　

闌
更

　

正
月
や
胼
い
た
ま
し
き
采
女
達　
　
　

几
董

　

正
月
や
わ
す
れ
て
あ
れ
ば
袖
の
月　
　

乙
二

　

一
酔
に
正
月
暮
れ
し
思
ひ
哉　
　
　
　

月
斗

と
い
っ
た
句
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
季
節
は
厳
し
い
こ
ろ
で
す
が
、
心
中
は

年
改
ま
っ
て
気
分
横
溢
の
感
が
あ
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
有
名

な
石
川
啄
木
の
、

　

何
と
な
く

　

今
年
は
よ
い
事
あ
る
ご
と
し

　

元
日
の
朝
晴
れ
て
風
無
し

　

は
こ
の
時
候
と
心
中
を
述
べ
た
一
首
で
し
ょ
う
。

勿
論
、
こ
の
歌
の
背
景
に
は
、

　

新
し
き
明
日
の
来
る
を
信
ず
と
い
ふ

　

自
分
の
言
葉
に

　

嘘
は
な
け
れ
ど
ー

　

と
い
う
痛
切
な
胸
中
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
と
今
年
の
間
に
あ
っ
た
過
ぎ

去
っ
た
も
の
と
新
し
い
も
の
と
の
出
会
い
が
正
月
に
は
あ
る
の
で
す
。
俳

句
に
は
「
去
年
今
年
」
と
い
っ
た
季
題
が
あ
る
の
で
す
が
、

　

命
継
ぐ
深
息
し
て
は
去
年
今
年　
　
　
　
　

波
郷

　

去
年
今
年
い
ま
純
白
の
睡
り
来
る　
　
　
　

葛
彦

　

埋
火
の
生
き
て
つ
な
ぎ
ぬ
去
年
今
年　
　
　

澄
雄

　

暗
き
よ
り
火
種
を
は
こ
ぶ
去
年
今
年　
　
　

多
映

　

な
ど
と
い
っ
た
句
に
新
年
を
迎
え
る
俳
人
の
思
い
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
俳
句
の
世
界
で
は
こ
う
し
た
過
去
と
現
在
の
世
界
の
対
比
を

季
題
の
中
で
集
約
し
て
み
せ
て
い
ま
す
。
長
い
詩
歌
の
世
界
が
作
り
あ
げ

た
方
法
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
す
ぐ
る
一
年
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て

ど
ん
な
一
年
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
苦
悩
に
満
ち
た
一
年
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
貧
困
・
不
況
・
そ
れ
に
と
も
な
う
人
間
関
係
の
葛
藤
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
苦
悩
は
ま
た
人
間
の
心

を
深
め
生
き
生
き
と
明
日
を
生
み
出
す
も
の
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

困
難
な
中
に
あ
っ
て
方
向
を
見
出
す
た
め
に
悪
戦
苦
闘
を
つ
づ
け
る
方
々
、

理
不
尽
な
思
い
の
中
に
生
き
る
方
々
、
ど
う
か
今
年
が
前
進
へ
む
か
っ
て

の
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
。

一 

月 

妹
　
尾
　
　
　
健

あ
っ
た
か
歳
時
記
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　昨秋季、杉原純子専任講師を中心にして様々な高校や大学で出前授業を務めて来ました。その中から①龍谷大学での
就活中の学生を対象にした出前授業に関する「学生の声」龍谷大学の独自調査結果が編集部に届きましたのでここに紹
介します。②また今回龍谷大学深草学舎で大学生を対象にした出前授業で初めて講師を体験された小松麻利子さんから
の体験談、③社会的引きこもりの青年たちを支援する「京都ＡＲＵ」の研修会参加者から感想文が寄せられましたので
併せて紹介します。

　去る10月29日、龍谷大学の瀬田学舎で就活中の学生を
対象にした就職ガイダンスが実施されました。テーマは「求
人票の見方」でした。龍谷大学が独自に実施したンケート
調査の結果が編集部に届きましたのでここに紹介します。
調査結果によると「大変満足」と「満足」の声を合わせる
と、79.8パーセントの好評を得ました。これからもニー
ズがあれば実施して行きたいと思います

昨秋季、労働関連教育に関する「出前授業」の報告

●今回の就職ガイダンスは、いかがでしたか？●

全体
やや不満
0.9％普通

19.3％
大変満足
32.1％

満足
47.7％

評　価 感　　想　・　意　　見
大変満足 求人票の見方が良く分かった。もっといろいろな事例をやってほしかった。
大変満足 求人票を見るときは、いつも資本金しか見ていなかったので、採用条件など細かく見る必要性を理解する事ができました。
大変満足 求人票の見方を全然知らなかったので、為になった。
大変満足 とてもためになる話でした。聞けてよかったと思います。
大変満足 貴重な情報だと思うので、複数回実施してもよいのではないかと思う。

大変満足 求人票を見てその会社がどのような意図を持って募集をかけているのかどうかが良く分かった。保険など法律の事などにはよ
く注意してみなければいけないと思う。

大変満足 求人票の罠について知れた。
大変満足 求人票の見方や、保険について理解が深まりました。
大変満足 見方が分かってよかった。裏をよむことがポイント。
大変満足 すごい現実的でした。今まで知らなかった話ばかりで、怖くなりました。

大変満足 最近、ブラック企業と呼ばれる企業が怖く、リクナビなどで色々見ているので求人票の知識をほしいと思っていたのでよかっ
た。

大変満足 実用的だと思った。
大変満足 求人票の書き方で、求人票に裏があると考えた事がなかったので、そういったことも考えないといけないと言う事を知れた。
大変満足 求人票に書いてある文章の裏の意味がよく分かり、為になった。求人票に騙されないように注意しようと思った。
大変満足 健康保険の意味などが分かり求人票を見るのにとても役立った。
大変満足 今まで見えていなかったものが見えた気がしました。
大変満足 求人票についての説明は初めてだったのでよかった。
大変満足 求人票だけで会社が何を考えているか分かるのが少し怖かった。
大変満足 求人票を額面通り受け取ると怖いことが分かりました。セミナーを受けてためになりました。

大変満足 保険や手当てについてとても分かりやすく説明していただいて、とてもよかったです。求人票の見方は就活に直結する事だと
思うので、この知識を活かして就活に臨みたいです。

大変満足 今日のセミナーを受講していなかったら、求人票に書かれていることをそのまま信じていたと思います。長く働くために、き
ちんと求人票を確認していきたいと思います。

大変満足 求人票、働いていく上で知っておくべきことをかなり細かくお話いただいたので、大変勉強になりました。ありがとうござい
ました。

大変満足 福利厚生について。

大変満足
求人票の見方というのが良く分かりました。この文章の意味は裏にどんな意味が含まれているのかや、読み取らなくてはいけ
ないことがあると分かりました。文章の巧みな言い回しに惑わされないようにしなくてはいけないと学べました。ありがとう
ございました。

龍谷大学の就職ガイダンスで
「求人票の深読み」を伝授
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評　価 感　　想　・　意　　見
大変満足 もっと詳しく聞きたいです。

大変満足 求人票や給与明細、各種保険について初めてきちんと勉強しました。

大変満足 求人票を特に考えずエントリーしてました。本当にそこの会社を受けるのか、エントリーシートを提出するかどうか、求人票
を会社の HP を見て自分で考えて、見極めていきたいと思います。

大変満足 少し難しかったですが、求人票 1 つに対して、このような実態があるということを初めて知る事ができました。
大変満足 求人票の見方は大変参考になりました。会社の形態などもっと詳しく知る必要があるなと思いました。
大変満足 求人票を見る上での注意点などが分かって大変良かった。
大変満足 求人の見方、保険のことがいろいろ理解できた。
満足 どこでもいいから内定が欲しいと思うのではなく働く企業を自分で見極めなくてはよい就活はできないと思った。
満足 社会に出るために必要な知識を学べた。こういう話をもっと大学で学ばせるべきだと思います。
満足 普段聞かない内容を知る事ができた。
満足 全く知らなかった事がたくさんありました。
満足 今はやりたいことや仕事内容で情報を見ていたので福利厚生の面からも考えていきたい。
満足 採用情報の見方。
満足 求人票はどこを見ればよいかがよく分かった。社会保険について理解出来てよかった。
満足 求人票をきちんと見たのは初めてで、その見極め方が分かって良かった。
満足 将来は不安ばかりだから、しっかり情報を入れておかないと損をしてしまう。
満足 求人票ひとつ見るにしても雇用形態や福利厚生をキッチリ見分けなければならないことを知った。
満足 求人票には落とし穴がたくさんあるのだと学んだ。
満足 裏も読まなければならないというのを知った。用語の解説もよかった。
満足 保険のことなど、知らなければ損をすることをたくさん知れてよかった。
満足 求人票の裏読みの仕方、はすごく参考になった。
満足 求人情報の裏読み。妊娠・出産を通して解雇制限や保険給付の関係。
満足 知らなかった事が知れた。
満足 社会保険のことが詳しく知れてよかった。求人票の見方のポイントや落とし穴が分かった。
満足 知らない知識が非常に多くとても良い内容でした。
満足 就職において落とし穴を見極める必要があるのだな、と感じました。
満足 これから求人票を見る際に注意してみようと思う。
満足 求人票の裏読み。
満足 とても勉強になりました。社会知識全然知りませんでした。
満足 これから求人票に注意しようと思う。
満足 具体的に求人票をみる方法が分かって良かったです。会社を選ぶ基準が分かってよかったです。
満足 給料明細や求人広告の見方、ただ文面をみるだけでなく、裏側まで読み取る方法を知れてよかった。
満足 求人票の本当の見方を教えて頂けたので、入社後のギャップがよりなくなると思います。
満足 役に立った。
満足 求人票など、しっかり見たことがないのでこれから見るのに役立てていきたいと思います。

満足 求人票の正しい見方について分かった。控除を引かれるのはもったいないのかなと思ってたけど、怪我をした時に大切な役目
を果たしてくれるんやなと思った。

満足 細かいとことで知らない事が多かった。
普通 求人票の見方。
普通 求人票では様々なことが分かる。保険や採用条件をしっかり見るべきだと知った。
普通 講義に最初から参加できなかった為、もう一度聞きたい。

普通 たくさんの裏側はみれたけれど、企業は怖いんだと思ってしまいました。自分に合う企業を探し出さないといけないと強く思
いました。

普通 スクリーンが見にくかった。いつもよりちょっとうるさくて集中できなかった。
普通 求人票の意外なひっかけを知る事ができました。
普通 見るポイントを把握できた。契約条件を見て選びたい。
普通 求人票の見方を初めて教えて頂き参考になりました。

普通 具体的に保険の説明などを先にしてから、詳しい説明に入ってほしかった。何のことを言っているのかよく分からなかった。
求人票の見方はとても良かった。気をつけるポイントも知る事ができた。

普通 話の内容が保険や求人票の見方についてで難しかったが、めったに聞ける話ではなかったのでセミナーに参加してよかった。
普通 否定が多くあまりおもしろくなかった。
普通 知っている事が多かった。
やや不満 分かりづらかった。口頭での説明が多かったので、イメージがなかなか湧かなかった。
やや不満 ケースが分かりにくかったので、過去に龍大として来ていた求人票を使うなどしてほしかった。
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高
校
生
と
就
職
活
動
を
控
え
た
大
学
生
へ

の
出
前
授
業
の
講
師
を
し
ま
し
た
。
授
業
に

は
十
分
に
準
備
を
し
て
臨
ん
だ
の
で
す
が
、

反
省
す
る
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。「
体

験
記
」
を
書
く
機
会
を
頂
い
た
の
で
、
私
自

身
の
今
後
の
た
め
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
講
師

を
さ
れ
る
先
生
方
の
参
考
の
た
め
に
、
反
省

点
を
挙
げ
、感
想
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
授
業
を
し
た
際
、
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー

ト
の
笹
尾
理
事
か
ら
出
前
授
業
で
は「
知
識
」

を
教
え
込
み
に
行
く
の
で
は
な
い
、「
時
代
」

を
語
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
言
わ
れ
た
当
初
、「
時
代
」
と
言
わ

れ
て
も
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
授
業
の
各
テ
ー

マ
に
反
映
さ
せ
た
ら
い
い
の
か
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、「
時
代
」
と
い
う
言
葉
を
頭
の

片
隅
に
お
き
な
が
ら
、
他
の
講
師
の
出
前
授

業
を
見
学
し
た
り
、
授
業
の
打
ち
合
わ
せ
に

参
加
し
た
り
す
る
う
ち
に
、「
時
代
」を
語
る
、

と
い
う
意
味
が
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
私
は
授
業
の
準
備
の
際
、
教
え
る
内

容
（
例
え
ば
、
社
会
保
険
に
つ
い
て
）
を
ど

の
よ
う
に
説
明
し
よ
う
か
、
と
い
う
点
に
と

ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
た
せ
い
で
、
な
ぜ
今
学
校

教
育
に
お
い
て
労
働
関
係
法
令
・
社
会
保
障

等
の
教
育
支
援
活
動
が
必
要
に
な
っ
て
い
る

の
か
？
と
い
う
背
景
ま
で
じ
っ
く
り
考
え
、

授
業
に
取
り
入
れ
き
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
思
い
至
り
ま
し
た
。

　

私
が
社
会
に
出
た
時
と
比
較
し
て
も
、
現

在
は
雇
わ
れ
方
が
多
様
に
な
り
労
働
環
境

が
と
て
も
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
全
労
働
者
の
３
人
に
１
人
、
若
い
人
な

ら
２
人
に
１
人
が
非
正
規
労
働
者
で
す
。
そ

の
上
、
日
本
の
中
で
仕
事
を
す
る
場
所
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
一
昔
前

と
は
社
会
の
様
相
が
違
っ
て
き
て
い
ま
す
。

安
定
し
た
雇
用
環
境
で
働
け
な
い
か
ら
労
働

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
い
や
す
い
、
よ
っ
て
働
い
て

い
く
上
で
以
前
よ
り
知
恵
が
必
要
な
時
代
で

あ
る
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
に
行
く

こ
と
を
い
つ
も
念
頭
に
取
り
組
め
ば
、
こ
の

授
業
の
意
味
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
授
業
を

受
け
る
側
の
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
授
業
で
は
、
こ

の
「
時
代
」
を
語
る
の
に
工
夫
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
聞
く
学
生
の
立
場
は
様
々
で
す
の

で
、
学
生
が
身
近
に
感
じ
る
事
例
か
ら
い
か

に
本
質
的
な
話
に
も
っ
て
い
く
か
、
頭
を
ひ

ね
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
は
講
師
が
引
き
出

し
を
多
く
持
っ
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
講
師
は
経
験
の
棚
卸
し
と
世
の
中
の
事

象
を
知
る
努
力
を
普
段
か
ら
し
て
い
き
、
そ

れ
を
講
師
自
身
の
言
葉
で
語
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
受
け
手
に
対
す
る
言
葉
の
伝
わ
り
方
も

か
な
り
違
っ
て
き
ま
す
。
日
々
の
研
鑽
が
大

切
だ
と
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。
多
様
な

そ
し
て
広
い
視
点
か
ら
世
の
出
来
事
を
見
つ

め
る
た
め
に
も
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
が
提
供

す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
も
出
席
し
、
見
識
を

拡
げ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
生
き
て
ほ
し
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

梅
林
秀
行
（
京
都
Ａ
Ｒ
Ｕ
事
務
局
長
）

　

先
だ
っ
て
２
０
１
０
年
10
月
23
日
（
土
）

の
13
：
30
～
16
：
00
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た

か
サ
ポ
ー
ト
さ
ん
か
ら
講
師
お
二
人
（
笹
尾

達
朗
さ
ん
、
杉
原
純
子
さ
ん
）
を
お
招
き
し

て
、
出
前
授
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
は

私
た
ち
京
都
Ａ
Ｒ
Ｕ
の
会
員
さ
ん
で
、
ひ
き

こ
も
り
経
験
の
あ
る
若
者
と
そ
の
家
族
、
計

13
名
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

じ
つ
の
と
こ
ろ
出
前
授
業
の
開
催
を
前
に

し
て
、
若
干
の
懸
念
を
事
務
局
と
し
て
抱
え

て
い
ま
し
た
。
生
き
て
い
く
た
め
の
知
識
を

得
る
こ
と
で
、
現
実
の
あ
り
よ
う
が
露
わ
に

な
っ
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
不
安
や
恐
れ
が

出
前
授
業
の
講
師
を
し
て

社
会
保
険
労
務
士　

小　

松　

麻
利
子

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
を
支
援
す
る
「
京
都
Ａ
Ｒ
Ｕ
」
で
出
前
授
業

３
人
の
引
き
こ
も
り
経
験
の
あ
る
若
者
と
そ
の
家
族
の
声
を
紹
介

　

去
る
10
月
22
日
に
龍
谷
大
学
深
草
学
舎
で
大
学
生
を
対
象
に
し
た
出
前
授
業
を
初
め
て
行
っ
た

小
松
麻
利
子(

社
会
保
険
労
務
士)

さ
ん
か
ら
、
そ
の
体
験
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
に
社
会

保
険
労
務
士
の
持
て
る
知
識
を
伝
え
る
こ
と
よ
り
も
、
今
の
時
代
を
語
り
な
が
ら
自
ら
の
思
い
を
伝

え
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

去
る
10
月
23
日
に
京
都
市
南
区
に
あ
る
社
会
的
引
き
こ
も
り
の
経
験
の
あ
る
青
年
た
ち

を
支
援
す
る
「
京
都
Ａ
Ｒ
Ｕ
」
で
青
年
た
ち
と
そ
の
家
族
が
集
ま
り
、
研
修
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
参
加
者
の
う
ち
か
ら
３
人
の
方
が
編
集
部
に
感
想
文
を
届
け
て
く
れ
ま
し

た
。「
生
き
る
た
め
の
知
識
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
少
し
で
も
話
を
聞
い
て
頂
い
た
方
々
に
届

け
ら
れ
た
か
な
、と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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若
者
の
な
か
に
高
ま
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
知
識
を
得
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
困
難

を
抱
え
る
若
者
に
新
た
な
葛
藤
を
生
む
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
か
…
…
。

　

し
か
し
出
前
授
業
を
終
え
た
と
た
ん
、
事

前
の
懸
念
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
感
想
を
若
者

た
ち
か
ら
も
ら
え
ま
し
た
。
彼
ら
が
口
を
そ

ろ
え
て
伝
え
て
く
れ
た
感
想
は
、「
生
き
る

希
望
が
湧
い
た
！
」
と
い
う
も
の
で
す
。
不

安
や
恐
れ
を
抱
く
ど
こ
ろ
か
、
知
識
を
得
る

こ
と
で
む
し
ろ
生
き
る
こ
と
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
感
覚
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
も
の

で
し
た
。
こ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な

驚
き
で
す
。

　

な
ぜ
、
知
識
を
得
る
こ
と
が
生
き
る
希
望

に
繋
が
る
の
か
。
実
際
に
出
前
授
業
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
私
自
身
が
感
じ
る
こ
と

は
、
笹
尾
さ
ん
と
杉
原
さ
ん
の
講
師
お
二
人

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
賢
く
生
き
る

た
め
の
知
識
を
若
者
や
家
族
に
お
伝
え
す
る

「
思
い
」
を
、
お
話
の
行
間
か
ら
感
じ
た
の

で
す
。
そ
れ
は
つ
ま
り「
生
き
て
ほ
し
い
！
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。

　

現
実
に
は
否
応
な
い
不
条
理
な
困
難
が
あ

る
、
そ
れ
で
も
な
お
生
き
て
ほ
し
い
。
望
む

よ
う
な
、
あ
る
い
は
望
ま
れ
る
よ
う
な
生
き

方
が
困
難
な
時
代
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
も

し
れ
な
い
、そ
れ
で
も
な
お
生
き
て
ほ
し
い
。

生
き
て
ほ
し
い
か
ら
こ
そ
、
賢
く
生
き
る
た

め
の
「
術
」
を
伝
え
た
い
。

　

今
回
の
出
前
授
業
に
参
加
し
た
若
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
、「
生
き
る
希
望
が
湧
い
た
」

と
い
う
言
葉
。
そ
れ
は
、
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー

ト
の
講
師
お
二
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感

じ
取
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
希
望
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
裏
付

け
さ
れ
た
知
識
が
、
ど
れ
だ
け
困
難
の
渦
中

に
あ
る
若
者
の
心
に
響
い
た
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
私
自
身
、
今
回
の
出
前
授
業
の
な
か
で

講
師
お
二
人
と
参
加
者
の
関
わ
り
の
な
か

で
、
学
ぶ
こ
と
の
多
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
今
後
と
も
希
望
を
紡
い
で
く
だ
さ
る
窓

口
と
し
て
大
い
に
頼
り
に
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。
心
か
ら
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

知
は
力
な
り大

槻
陽
介
（
28
歳 

京
都
Ａ
Ｒ
Ｕ
会
員
）

　

去
る
10
月
23
日
、
京
都
Ａ
Ｒ
Ｕ
に
て
開
催

さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
さ

ん
の
出
前
授
業
を
受
け
た
。
最
初
は
京
都
Ａ

Ｒ
Ｕ
事
務
局
の
勧
め
も
あ
り
、「
自
分
の
た

め
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
あ
受
け
て

み
る
か
」
と
い
う
程
度
の
軽
い
気
持
ち
で
参

加
し
た
。
し
か
し
、
授
業
を
受
け
始
め
て
す

ぐ
に
、
そ
の
様
な
気
持
ち
は
吹
き
飛
ん
で
し

ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

前
半
は
、
笹
尾
さ
ん
が
話
を
し
て
下
さ
っ

た
。
授
業
は
ま
ず
、
世
代
や
雇
用
形
態
等
の

変
化
を
含
め
た
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
遷
（「
時
代
は
変
わ
っ
た
の
だ
！
」）
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
今
回
の
授
業
の

主
眼
と
な
る
現
在
の
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の

仕
組
み
と
特
徴
、
そ
し
て
そ
の
問
題
点
、
健

康
保
険
や
雇
用
保
険
、
年
金
と
い
っ
た
各

種
社
会
保
険
に
つ
い
て
の
ち
ょ
っ
と
し
た
詳

細
、
さ
ら
に
は
「
働
く
」
と
い
う
こ
と
の
意

義
や
自
己
実
現
に
つ
い
て
の
話
に
ま
で
及
ん

だ
。

　

ま
さ
か
、
こ
こ
ま
で
濃
密
な
内
容
の
話
を

聞
け
る
と
は
…
…
衝
撃
的
だ
っ
た
。
話
の
内

容
だ
け
で
な
く
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る
よ
う
な
つ
も
り
で
い
な
が
ら
全
く
無

知
だ
っ
た
自
分
に
気
付
い
た
こ
と
、
さ
ら
に

そ
う
い
っ
た
知
識
は
誰
も
教
え
て
く
れ
な
い

と
い
う
事
実
に
愕
然
と
し
た
。

　

後
半
は
杉
原
さ
ん
に
、
社
会
保
険
労
務
士

に
な
っ
た
経
緯
や
き
っ
か
け
を
、
自
ら
の
体

験
を
も
と
に
話
し
て
頂
い
た
。
社
会
保
障
に

関
す
る
知
識
に
つ
い
て
、
僕
み
た
い
に
ほ
と

ん
ど
何
も
知
ら
な
い
人
、
あ
る
い
は
何
と
な

く
分
か
っ
た
よ
う
な
つ
も
り
に
な
っ
て
い
な

が
ら
そ
の
実
、
表
面
的
な
知
識
し
か
持
っ
て

い
な
い
と
い
う
人
は
、
数
多
く
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

自
主
的
に
知
ろ
う
と
し
な
け
れ
ば
、
本
当

に
誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
。
今
は
そ
ん
な
世

の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し

逆
に
、
目
的
意
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
知
ろ

う
と
す
れ
ば
、
生
き
て
い
く
た
め
の
強
力
な

助
け
に
な
っ
て
く
れ
る
知
識
が
、
き
ち
ん
と

用
意
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
様

な
知
識
を
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
て

い
く
活
動
を
さ
れ
て
い
る
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー

ト
さ
ん
の
存
在
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
も

の
だ
。

　

今
回
の
出
前
授
業
で
は
、
笹
尾
さ
ん
・
杉

原
さ
ん
の
話
を
聞
け
て
幸
運
だ
っ
た
と
思
う

し
、
現
代
の
生
き
づ
ら
さ
の
要
因
の
一
端
が

分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
、「
知
る
」
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
痛京都 ARU の活動（青少年支援フォーラム出展）
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「
雇
用
に
つ
ま
ず
か
な
い
た
め
に
」︵
12
月
５
日
︶

第
３
弾
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施

　

去
る
12
月
5
日
、
京
都
市
伏
見
区
の
龍
谷
大
学
で
「
な
ぜ
雇
用
・
就
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る

の
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
生
の
就
職
支
援
関
係
者
や
学
生
を

含
む
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
京
都
新
聞
に
も
そ
の
と
き
の
模
様
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、

紙
面
の
都
合
上
省
略
し
ま
し
た
。
ま
た
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
様
々
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。
尚
、
学
校
教
育
の
中
で
労
働
関
連
教
育
が
必
要
か

ど
う
か
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
お
よ
そ
90
パ
ー
セ
ン
ト
の
参
加
者
が
、「
は
い
」
と
回
答
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
普
及
活
動
を
計
画
中
で
す
の
で
、
併
せ
て
次
年
度
方
針
を
こ
こ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

◇�　

私
は
今
、
大
学
２
回
生
で
す
が
、「
就

職
し
て
、
自
分
で
生
き
て
ゆ
け
る
か
」

と
い
う
大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
学
で
４
年
間
し
っ
か
り

勉
強
し
た
い
の
に
出
来
な
い
現
状
に
い

ら
だ
ち
を
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
こ
と

で
、
正
し
い
現
状
認
識
を
し
、
今
後
自

分
が
何
を
心
が
け
て
い
く
べ
き
か
が
明

確
に
な
り
、
安
心
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
学
生
・
女
性
・
20
代
）

◇�　

社
会
に
学
生
を
送
り
出
す
大
学
職
員

と
し
て
は
、
折
角
職
に
つ
い
て
も
、
早

期
退
職
を
し
、
非
正
規
雇
用
に
流
れ
て

い
く
実
態
は
切
な
い
。
龍
谷
大
学
の
窪

田
氏
が
提
案
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、「
働

き
や
す
さ
」
に
関
す
る
デ
ー
タ
ー
を
、

プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
を
含
め
て
、

も
っ
と
開
示
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
働
き
や
す
い
職
場
が
も
っ
と
増
え

な
け
れ
ば
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
早
期
離
職

の
増
加
の
改
善
は
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。

�

（
大
学
職
員
・
女
性
・
30
代
）

◇�　

野
﨑
治
子
氏
（
堀
場
製
作
所
）
の
人

材
発
掘
、
見
分
け
方
に
納
得
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
自
ら
の
就
職
活
動
を
思
い
出

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
高
校
で
は
直
前

感
し
た
。
知
っ
て
い
る
と
知
ら
な
い
の
と
で

は
、天
と
地
ほ
ど
の
差
が
あ
る
。
ま
さ
に「
知

は
力
な
り
」
だ
。
で
き
れ
ば
今
後
も
、
ま
た

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
さ
ん
の
授
業
を
ぜ
ひ
受

け
た
い
。

　

貴
重
な
話
を
し
て
下
さ
っ
た
笹
尾
さ
ん
に

杉
原
さ
ん
、
そ
し
て
こ
の
授
業
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た
京
都
Ａ
Ｒ
Ｕ
事
務
局

に
、
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

出
前
授
業
を
受
け
て（

あ
る
Ａ
Ｒ
Ｕ
の
親
）

　

10
月
23
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ

ポ
ー
ト
さ
ん
か
ら
「
働
く
こ
と
、
社
会
保
障 京都 ARU の活動（パン作り）

の
仕
組
み
を
学
ぶ
」
と
言
う
テ
ー
マ
で
出
前

授
業
を
受
け
ま
し
た
。
当
日
は
、
京
都
Ａ
Ｒ

Ｕ
の
居
場
所
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
笹
尾
様
、
杉
原

様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。当
方
は
親
、

若
者
合
わ
せ
て
13
名
の
出
席
で
、
参
加
者
が

若
干
少
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。
も
っ

と
多
く
の
人
に
聞
い
て
欲
し
い
授
業
で
し

た
。

　

話
の
内
容
は
、
働
く
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と

か
、
そ
れ
に
伴
う
い
ろ
い
ろ
な
社
会
保
障

の
仕
組
み
に
つ
い
て
で
、
現
に
働
い
て
い

る
我
々
親
も
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
興
味

深
い
お
話
で
し
た
。
中
で
も
「
緊
急
人
材
育

成
・
就
職
支
援
基
金
」
の
仕
組
み
に
つ
い
て

は
、
今
後
Ａ
Ｒ
Ｕ
の
活
動
で
使
え
そ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
授
業
の
後
、
あ
る
若
者
と
話
し

ま
し
た
が
、「
全
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
の

一
端
を
知
っ
た
、
全
く
知
ら
な
い
の
と
、
少

し
だ
け
で
も
知
っ
て
い
る
の
で
は
大
違
い
」

と
言
っ
て
お
り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
様
子

で
し
た
。
今
後
、
若
者
が
職
に
つ
い
て
い
く

上
で
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
京

都
中
小
企
業
労
働
相
談
所
に
行
こ
う
と
も
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

笹
尾
様
、
杉
原
様
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
次
の
出
前
授
業
を
お
願

い
し
ま
す
。


